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 s1. 人流シミュレーション > [Ctg4] 建築計画規模算定支援  

施設利用者の流動シミュレーション適用事例            

株式会社ベクトル総研 

 

１．目的と対象施設                                 

 【目的】：様々な条件下で施設利用者全体の流動を検証することにより、計画プランの評価（規模算

定）を行い、改善内容を計画案にフィードバックすること。 

 【対象施設】：混雑（滞留）や待ちの発生が懸念される施設全般の評価が可能（適用事例：空港、劇

場、トイレ、駅改札など） 

 

利用者の想定
 ・利用人数
 ・利用者属性
 ・所要時間

など　

建築計画プラン
 ・空間構成
 ・待ちスペース
 ・設備機器数

など　

シミュレーション
  解析実行 → 結果
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図 シミュレーションによる建築規模算定支援のイメージ 

 

 

 

          図 混雑状況のイメージ 

 

▲
エスカ待ち行列

▲
階段待ち行列

 

      図 待ち状況のイメージ 
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 【シミュレーション実施の有用性が高い要件】 

 本シミュレーションを適用する有用性が高い要件は下記の通りです。 

 計画の初期段階で計画 または 設計の変更が可能な場合 

 利用人数が多い施設 または 利用が集中する施設 

 広範囲な平面空間を有する または 施設のプランが多層階の場合 

 様々な条件設定による検証が必要なケース 

 

２．シミュレーションモデルの概要                              

 利用者の発生地点や待ちスペースといった基本的な空間構成要素を組み合わせて、階段やエスカレー

タ、扉、トイレなどの要素を作成します。これらの要素を組み合わせることにより、計画プランの空間

構成を表現し、利用者の流動シミュレーションを行います。 
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 図 エスカレータ 
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３．シミュレーションの適用事例１：空港のチェックイン、入出国審査           

 

 【利用者の想定】 

・利用者属性：国内線 or国際線、利用する航空会社、チェックイン方法 

・利用時間帯：属性とフライトスケジュールを対応付ける 

・利用者の到着分布：チェックイン締切までの空港到着分布 

・所要時間：チェックインや入出国審査の所要時間  
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図 対象旅客の種類と流動範囲 

 

 【解析結果の一例】 
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図 利用者属性別の到着人数の時系列変化 
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４．シミュレーションの適用事例２：劇場                       

 

 【利用者の想定】 

・利用者属性：男女比、トイレ・ビュッフェ等の利用率 

・対象時間：最混雑が予想される演目 

 

 【検証の着眼点】 

・幕間時、終演時の一斉利用（一斉退出）による混雑状況の把握 

・利用率の違いによる混雑と待ち状況の変化 

・プラン内で分散設置されるトイレ・ビュッフェの利用状況の偏り 

・退出経路の安全性 

 

 【解析結果の一例】 
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図 ビュッフェ 1 ヶ所あたりの待ち人数（利用率と窓口数の異なるケースの比較検証） 
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図 クロ―ク前の待ち人数（利用率と窓口数の異なるケースの比較検証） 
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５．シミュレーションの適用事例３：トイレ（鉄道駅：改札内）                       

 

 【利用者の想定】 

・利用者属性：集中型到着（主に降車客）とランダム型到着（主に乗車客） 

・利用者の到着分布：現地調査の結果および列車ダイヤを考慮 

 

 【検証の着眼点】 

・集中型到着による最大待ち人数の変化 
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図 集中型到着とランダム型到着による必要ブース数の違い 

 

 【解析結果の一例】 
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図 評価基準と必要便器数 
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６．シミュレーションの適用事例４：駅改札、切符窓口                      

 

 【利用者の想定】 

・利用者属性：乗車客と降車客、乗車客の切符購入方法（窓口、自動券売機ほか） 

・利用者の到着分布：朝ラッシュ時の列車ダイヤを考慮 

・利用者の行動：改札に最も負荷の掛かる階段 ESC の利用状況を想定 

 

コンコース

Barrier1 Barrier2

Barrier2は、Barrier1と
同じ結果となるため割愛

降車用
改札機

乗車用
改札機
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図 降車客流動イメージ 

 

 【解析結果の一例】 
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図 改札における待ち時間の変化 
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補足資料（評価指標の一例）                                 

[待ち行列以外の評価指標] 

・ジョン・J. フルーイン,長島正充訳,歩行者の空間：理論とデザイン,鹿島出版会,1974 

 

 通路空間 

 

 図 空間構成要素の評価基準（通路空間） 
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 待ち空間 

 

 図 空間構成要素の評価基準（待ち空間） 

 

 

 


